
No .２ ９０８
紅 葉 の 道 志 縦 走
鳥 の 胸 山 ～ 菰 釣 山
実施日 2018年11月17日（土）～18日(日)
天 候 晴れ
リーダー 瀧澤 きよの
参加者 白石恵美子、中村友子、伊

藤久雄、石原勝正、瀧澤き
よの、山田千恵子 計６名

費 用 760円 代500円
計1,260円

タイム 11/17 高尾南口(8:00)道の駅道
志(8:50)林道終点(9:15)
鳥ﾉ胸(10:38∼10:55)雑木
ﾉ頭(11:38∼12:00)平指山
(12:20)浦安峠(13:00)大
界木山(14:10∼14:25)城
ヶ尾山(15:00)菰釣山避
難小屋(15:35) 泊

11/18 菰釣山避難小屋(5:25)
菰 釣山 ( 5 : 5 7 )樅 の木
沢の頭 (6 :05∼6 :15)平
指山(10 :36∼10 :50)平
野 (12:00∼13 :52)中山
･道の駅道志(14:27)

11/17 16日夜の天気予報で予報士も(@̲
@)の晴天なり。Iさんのご厚意でマイカ
ーにて高尾南口から青空の道志へ。途中
青根のガケ崩れで迂回し25分遅れでYさ
んと道の駅道志でドッキング。
橋を渡り、遊歩道を林道終点迄工事

中の左の登山道を
登ります。久々の
肩の荷と胸突き八
丁の急登を鳥ノ胸
山まで赤テープに
沿って山頂です。

菰釣、富士山が素
晴らしい。
道志の山々を眺め
アップダウン繰り
返し雑木 ﾉ頭で昼
食。雑木林の中涼
しく、肩を休め、水が美味しい。
僅かで、平指山から急下り浦安峠か
ら50ｍ程下り崩れかけた支柱、界木山
の対角線上の崩れを登り点線ルートの
急登を分岐の所迄、ザックデポで大界
木山山頂へ。

写真を撮り三人の若いパーティと今
日の宿、菰釣山避難小屋で会う事で下
り、Ｌの勘違いで分岐一本間違い、下
り返して甲相国境尾根のアップダウン
を城ヶ尾山からﾌﾞﾅ沢の頭は、ﾌﾞﾅ林の
落ち葉の気持の良い尾根歩きで山の下
の平な所が避難小屋で、すでに三人の
パーテイは酒盛最中。
こぶし会もカレ－ライス、ポテトサ
ラダ、鯵の干物を焼き皆時さんのご厚
意の酒の肴、素晴らしい夕食です。山
の話、等々。雪は降らず窓から月を見
て八時就寝。
11/18 4時30前には起床。風無し。
カレ－ライスを食べ5時25分出発。
ヘッドライト装着。ガスが立ち込め

る中、30分菰釣
山山頂。
日の出はまだで
すが雲海の道志
山波が美しい。
ﾌﾞ ﾅ林の稜線は
アップダウンの
繰り返し、痩せ

尾根や台風での倒木、なんていっても
階段の厳しい長いアップダウン。樅の
木沢ノ頭ではベンチあり、ソ－ラありす
っかり明るくなった山頂で、雲海を堪能
写真を撮り、又一気のアップダウンもよ
うやく終焉です。
高指山はカヤト
の原で山頂はベン
チあり道志の村並
み、山中湖を見て
時間調整兼昼食。
ここで菰釣山避
難小屋の三人と会い、ゆっくり下り切
り通しの分岐をまっすぐに舗装道路の
両脇はバブルの名残のグランドを見な
がら、平野に進みます。
立派なロードサイクリング施設でバ
スを待ち中山で下車。
重いリュックサックを背負いの山行
でしたが、道志の湯で温泉につかり、
天気に恵まれ、避難小屋泊も暖かく、
道志アルプスを完歩出来ました。
参加の皆様ありがとうございました。
又、やりたいな-と思いました。又、
宜しくお願いします。

（記・瀧澤きよの）
（写真提供・石原 勝正）


